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1． はじめに 

近年、プラズマを用いた農業・医療分野への

応用技術が盛んに研究されている。プラズマ活

性化乳酸リンゲル液（PAL）は正常細胞に影響

を与えず、様々ながん細胞を選択的に不活化し

得ることが報告されている。[1] しかしながら、

プラズマのどの因子ががん細胞に影響を与える

のかは明らかにされていない。そこで、我々は

電気的に中性のラジカルに焦点を当て、中性ラ

ジカルのみをサンプルに照射すことができるラ

ジカル源を開発した。以前の研究では、ラジカ

ル活性化乳酸リンゲル液（RAL）を用いて正常

細胞を死滅させることなく、メラノーマ細胞

B16-F10 のみを選択的に不活化することに成功

した。本研究では、RAL で処理されたメラノー

マ細胞における caspase-3 の活性測定を行った。 

2． 実験手法 

最初に、研究対象であるメラノーマ細胞

B16F10 を 24 ウェルプレートに播種した。温度

37 ℃、CO2濃度 5 %のインキュベータで 24 時

間培養後、培地を調整した RAL と置換した。

RAL 調整条件は 35 mm ディッシュに乳酸リン

ゲル液を液量 3 ml 入れ、流量比 Ar：O2：N2

＝1.4：0.51：0.09, 総流量：2 slm, 照射距離 20 

m, 照射時間 4 min で照射を行った。RAL 置換

後、１時間培養を行った後、再度培養液に置換

した。その後 caspase 活性の経時変化を測定し

た。 

3． 実験結果 

図１に RAL で処理したメラノーマ細胞にお

ける caspase-3 活性の経時変化を示す。 

RALの 2倍希釈液で最も caspase-3 は活性さ

れた。また、細胞生存率を測定すると RAL の

原液で処理したとき、細胞生存率は最も低かっ

た。これらの結果から、RAL の 2 倍希釈液は

メラノーマ細胞に対して caspase 活性に基づく

アポトーシスを誘導すると示唆された。一方、

RAL の原液では、細胞生存率は最も低く、

caspase-3 の活性が 2 倍希釈液ほど大きくない

ことから、アポトーシス誘導が主な細胞死機序

ではないことが示唆された。 

今後は RAL の液中解析や不活性化機序につ

いて調査をする予定である。 
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Fig.1 Caspase activities in the melanoma cells 

treated with RAL 
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